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聖書朗読

旧約聖書
イザヤ書 59章1節-21節



1 見よ。
主の御手が短くて救えないの
ではない。
その耳が遠くて、
聞こえないのではない。

2 あなたがたの咎が、
あなたがたと、
あなたがたの神との仕切りとなり
あなたがたの罪が御顔を隠させ、
聞いてくださらないように
したのだ。



3 実に、あなたがたの手は血で汚れ、
指は咎で汚れ、
あなたがたのくちびるは
偽りを語り、
舌は不正をつぶやく。

4 正しい訴えをする者はなく、
真実をもって弁護する者もなく、
むなしいことにたより、
うそを言い、
害毒をはらみ、悪意を産む。



5 彼らはまむしの卵をかえし、
くもの巣を織る。
その卵を食べる者は死に、
卵をつぶすと、毒蛇がとび出す。

6 そのくもの巣は着物にはならず、
自分の作ったもので
身をおおうこともできない。
彼らのわざは不義のわざ、
彼らの手のなすことは、
ただ暴虐。



7 彼らの足は悪に走り、

罪のない者の血を流すのに速い。
彼らの思いは不義の思い。
破壊と破滅が彼らの大路にある。

8 彼らは平和の道を知らず、

その道筋には公義がない。
彼らは自分の通り道を曲げ、
そこを歩む者はだれも、
平和を知らない。



9 それゆえ、

公義は私たちから遠ざかり、
義は私たちに追いつかない。
私たちは光を待ち望んだが、
見よ、やみ。
輝きを待ち望んだが、
暗やみの中を歩む。



10 私たちは盲人のように

壁を手さぐりし、
目のない者のように
手さぐりする。
真昼でも、
たそがれ時のようにつまずき、
やみの中にいる死人のようだ。



11 私たちはみな、熊のようにほえ、

鳩のようにうめきにうめく。
公義を待ち望むが、それはなく、
救いを待ち望むが、
それは私たちから
遠く離れている。



12 それは、

私たちがあなたの御前で
多くのそむきの罪を犯し、
私たちの罪が、
私たちに不利な証言をする
からです。



私たちのそむきの罪は、
私たちとともにあり、
私たちは自分の咎を知っている。

13 私たちは、そむいて、主を否み、
私たちの神に従うことをやめ、
しいたげと反逆を語り、
心に偽りのことばを抱いて、
つぶやいている。



14 こうして公正は退けられ、
正義は遠く離れて立っている。
真理は広場でつまずき、
正直は中にはいることも
できない。

15 そこでは真理は失われ、
悪から離れる者も、
そのとりこになる。



主はこれを見て、
公義のないのに心を痛められた。

16 主は人のいないのを見、

とりなす者のいないのに
驚かれた。
そこで、
ご自分の御腕で救いをもたらし、
ご自分の義を、
ご自分のささえとされた。



17 主は義をよろいのように着、

救いのかぶとを頭にかぶり、
復讐の衣を身にまとい、
ねたみを外套として
身をおおわれた。

18 主は彼らのしうちに応じて報い、

その仇には憤りを報い、
その敵には報復をし、
島々にも報復をする。



19 そうして、

西のほうでは、主の御名が、
日の上るほうでは、
主の栄光が恐れられる。
主は激しい流れのように来られ、
その中で主の息が
吹きまくっている。



20 「しかし、シオンには

贖い主として来る。
ヤコブの中の
そむきの罪を悔い改める者の
ところに来る。」
――主の御告げ。――



21 「これは、彼らと結ぶ
わたしの契約である。」と
主は仰せられる。
「あなたの上にあるわたしの霊、
わたしがあなたの口に置いた
わたしのことばは、
あなたの口からも、
あなたの子孫の口からも、
すえのすえの口からも、
今よりとこしえに離れない。」
と主は仰せられる。
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主テキスト：

「あなたの上にあるわたしの霊、
わたしがあなたの口に置いた
わたしのことばは、
あなたの口からも、
あなたの子孫の口からも、
すえのすえの口からも、
今よりとこしえに離れない。」

(イザヤ59:21)



１．イザヤ59章
・「贖いの完成としての

シオンの栄光」
(58-66章)の第二部分

・「神と人を隔てる罪を
克服する救い」を示す



２．罪の壁は神と人を隔てる
(1－2節)

・イスラエルの疑問(58:3)

・神の御手（力）も御耳(関心)も
変わっていない

・それを妨げているのは罪



３．恐るべき堕落 (3－8節)
・手→流血と暴虐
・指→よこしま
・くちびる→偽り
・舌→不正のつぶやき
・足→悪行と流血
・思い→不義の思い

・これらは、すべての人が罪人で
あることを示す
(ローマ3:10、15－16）



４．罪は暗黒を齎す（9－12節ａ）

・預言者は、民の罪を負って告白



５．罪は積み重なる(12ｂ－15節ａ)

・反逆と不正義の悪循環



６．執り成し給う神(15ｂ－20節)

・求む！執り成し手（仲介者）

・今も「執り成し手」が
求められている

・神ご自身が執り成し手となる

・悔い改める者が赦される

・「贖い主」キリスト



７．神の霊と言葉が伴う(21節)

・素晴らしい恵みの約束

・神の霊が心に注がれる

・神の言葉が私達の思想となる

・その恵は継承され永続する

・信仰者が世界の光となる(60章)


